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(1)

1803年当時イギリス国民の９分の１に達する貧困労働者が貧民救済金を受けていたといわれる．１１産業革命と

農業革命の進展にともない，それまで比較的安定した生活を送ってきた田舎の労働者は季節労働者や日雇い労働

者への転落を余儀なくされた．そして新たに制定された私有地への不法侵入，密漁，安息日厳守に関する法律は

貧民から生活の基盤と，「自由」という人間の基本的権利を奪うことによって彼らの経済的独立と精神の独立を

失わせ，彼らを「奴隷」にしたとクレアは考えた．経済的かつ精神的に追いつめられていった労働者の不満はつ

いに1811年から1817年にかけてのラダイト運動（Ludditism）となって爆発した．ラダイト運動は，イングラン

ド中・北部の織物工業地帯において新しい機械が導入されたために職を奪われたと思った労働者たちがその機械

を破壊した事件である．１８１９年には集会中に１１名の労働者が虐殺されたピータールー事件が起こる．そして

'820年代の終わりから1831年にわたり，今度はイングランドでスイングの暴動（SwingRiots）が起こる．この
暴動は，家畜の飼料となる干し草の山や穀物を収めた納屋を連続放火するというものである．このような不安な

社会状況にあって，クレアは民衆を，とくに田舎の貧しい労働者たちと彼らを抑圧する人々をどのように理解し，

彼らに対し如何なる感情と意見を抱いていたのであろうか.1830年１２月に自らが身近に体験したスイングの暴動

を中心にして，民衆の行動と精神の傾向に対するクレアの反応を探ってみたい．

(2)

1830年１２月にクレアの住居近くで，農場主のクラーク（Clark）の建物が放火されるという事件が起こる．こ

の放火は，それまでの暴動と放火事件から推察すると，キャプテン・スイング（CaptainSwing）と呼ばれる人
物とその仲間の仕業であろうという噂が広まった．1830年１２月３日ジョンソン牧師（DrJohnson）の干し草の

山が放火された事件について，クレアは同年１２月末日のフランク・シンプソン（FrankSimpson）宛の書簡の中
で次のように書いている．

Ihavemadeafewmoreenquir[i]es配spectingthosestrangerswhomthe‘Ｈｕｅ＆Cry，leadsmetosuspectare

the[?creators]ofthosehorridmysterysthatdarknessenvelops＆daylightdiscovers-TheGigwasverylight

＆ａｐｐａＩＥｎｔｌｙｓｍａｌｌｆｂｒｔｗｏｍｅｎｔｏｏｃcupyonewasdressedinalightgreatｃｏａｔ＆ｔｈｅｏｔｈｅｒｉｎａｄａｒｋｏｎｅ

ｔｈｅｙｃａｍｅｉｎａｔａｅｎｄｏｆｔｈｅｔｏｗnnostrangerseverentersasitisabyeroadleadingnowherebuttobyeplaces

-theypassedmyfather＆another＆askedthewayfbrSpaldingwhennearthepublicHous‘ＢｌｕｅBell，

theymetanothermanonhorsebackwhoeitherbefbreorafterstoptattheBeⅡ＆calledfbraglassofGin-

hisappearance＆mannerwakedthesuspicionsofMrsBradfbrdwhothoughtthatthese[?cowards］wasoftoo

muchmysterytobehonest-thedayafterthis-DrJohnsonsstacksatspaldingwasdestroyed2）

クレアは，二人の見知らぬ者があの恐ろしい，闇につつまれた事件を引き起こしたのではないかと考えている．

彼らはクレアの父親と別の人にスポールデイングヘの道を尋ねている．彼らはパブの近くで馬に乗った男と出

会った．この男の外見と態度が怪しいので，ブラッドフォード夫人は彼を不審者だと思った．果たして，翌日ス

ポールデイングのジョンソン牧師の干し草が焼かれていた．この引用の後ほどには，別の放火事件，すなわち保

守的新聞Beeの編集者であるトマス・クラーク所有の農場の放火事件のことを次のように書いている．

(41）
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Lastweekastrangemanonhorsebackinashootingjack[eltsortofcoatgalIopedoverMr[?TWeelys]Farmlike

amadmanleapingahedge＆ditch＆stoppingamothinginpassingalabou正rmakingstrawhehastilycried

out‘Well＊youaregettingstrawwhoseFarmｉｓｉｔ，＆ｏｎｔｈｅｍａｎｓｔｅｌｌｉｎｇｈｉｍｈｅｓａｉｄａｙｅａｙｅｉｔｗｉｌｌｍａｋｅ

ａｆｉｎｅｓｔａｃｋ－＆instantlygallopedoff＆dissappearEd‘Will，ｗａｓthenameofthelabourerwhodecla1℃dthat

hehadneverseenthemanonhorsebackinhislifebefbre＆theploughmenintheneighbouringgroundsheldtheir

consultationsonthematterofthemysterywiththelabourEr＆cametotheconclusionthatitmustbethedevil

onhorseｂａｃｋｉｎ血ctitwasa‘devilsdrive，neckornothing-＆onsaturdaynightthathoITidtragedyindeeping

fenoccuredwhichchillsmybloodaImostintowatertothinkof-Istherenotracetotrackthetygertohisden

whoseruinousactionsaresolegible＆soheartrending-theａｂｏｖｅｓｔａｔｅｍｅｎｔｉｓｐａｒｔｌｙｍｙｏｗｎｏｂｓervation＆

p a r t l y h e a r s a y 3 ）＊Ｗｉｌｌ

この引用で注目すべき箇所は終わりのほうの，「土曜日の夜，デーピング・フェンであの恐ろしい悲劇が起こっ

たのですが，そのことを思うとぞっとします」である．クレアが恐怖を感じたのはこの放火が農場で飼育されて

いた多くの家畜を焼死させ，「われわれの近所では最も恐ろしい破壊的な火事」となったからである．Mark

Storeyによれば，スタンフォードの保守的新聞Ｂｅｅにも急進的新聞Ｓｍ"!/b,rﾉα,α,叩o〃にもノーサンプトン

シャー中で起こった放火事件に関するいくつかの記事が載り，州中に恐怖の戦懐が走り，騒動に対処するために

夜警団が結成された．同年１２月３日には「先週の金曜日誰かがジョンソン牧師の干し草の山に火をつけた」こと

が，また１２月１０日には「犯人逮捕にたいし６１５ポンドの懸賞金がかけられた」ことがBeeに報じられている．』）

さらに同年１２月１７日のBeeには「早朝，見張りが二人の身なりのよい男に気がついた．そのうちの一人は望遠

鏡をもって，村の奥のほうで，農家の敷地内を調査しているようであった．見張りに気づくと彼らはひそかに逃

げ，間もなく一頭立て二輪馬車で村を去るのが見かけられた」という記事が救っている．クレアはまた，1830年

１２月２８日のヘンリー・ベインズ・バーロウ（HenIyBehnesBurlowe）宛の書簡の中で，このようにも書いている．

Ihavebeenofienastonishedatthehumbugofthefashionsofparlimentalypretentions＆havesincebeenalarmed

attheupstiｒｏｆｎｒｅ＆inｍｉｎｅ＆suchlikecurI･encys＆undertheinfluenceoftheseridiculeslhavescribbleda

poemof50versesdetailingthealarms5）

apoemof50verses’は，１８３１年１月１１日にS/α"!/b”Ｃｈα"lpjo〃に掲救された‘TheHue＆Cry，という詩を指

している．クレアは偽善的な議会の詐欺的なやり方に大変驚く．そして，この放火騒動，飢餓，流言輩語に対し

恐怖心を抱いている．クレアにとって放火事件は不合理なことであり，彼はスイングの暴動には反感をもってい

た．

1831年７月６日のピーターバラ主教夫人，マリアン・マーシユ（MarianneMarsh）にあてた書簡には次のよう

な箇所がある．

inthewinteritwasdangerousfbranylonepersontogoevenajoumeytoPeterbro-suchwasthestateoffeeling

amongthatusefUlbutignorantclassofpeopleourpeasantrythatmischiefbecamesopredominant＆daringas

tothreatenthepeacableevenintheircottages＆Ｉhopefbrthesakeofmyownlleelingsnevertoseesuchanother

threamingwinteragain-fbrl企ａｒｔｈｅｒｅｉｓｅｖｅｎｉｎｏｕｒｄａｙａｃｌａｓｓｏｆｄesperadoeslittleornobetterthanthe

rabblethatmadeupthearmyofJacｋＣａｄｅ
６

araggedmultitude

‘Ｏｆｈｉｎｄｓ＆peasantsrude＆merciless
＊＊＊＊

‘Allscholarslawyerscourtiersgentlemen

‘Theycallfalsecaterpillars＆intendtheirdeath，

theuniversalwishofsuchignorancｅｉｓ‘thathencefbrwardallthingsshallｂｅｉｎｃｏｍｍｏｎ，＆surelywhensuch

adesperatefloodgathersintostにngth-themindmuslfeelterroratitsthreamingdestruction-theirpassions

arenotsoftenedbyreasｏｎｏｒｇｕｉｄｅｄｂｙｃｏｍｍｏｎｓｅｎｓｅ－ｔｈｅｍｏｂimpulseofthemomentkindlestheirminds

intomischivousintentions＆renectionneverstaystheircourseｆｂｒａｍｏｍｅｎｔｂｒｕＩｅｓｔ雁ngthisalltheypossess
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＆itisasdangerousamonopolyinthehａｎｄｓｏｆａｍｏｂａｓｉｔｉｓｉｎｔｈａｔｏｆｓｏｍａｎｙsavages＆Imaysaylnever

sawsoterribleathreateningofrev[ollutionaryfbrbodingsastherewasinthemaschinebreaking＆grain

destroyingmaniaoflastwinter-＆Iamso汀ytosaytheyhadtoomuchapologyfbrjoininginsuchdisturbances

astheirwantshadbeensolongneglectedastobeenti肥lyfbIgottenuntillitburstoutintotheteITiblejepordays6I

民衆はほとんど破壊的な行為に対し恐怖心を抱いている．暴徒の激しい感‘情は理‘性によって和らげられず，良識

によって導かれることはない．彼らには「反省」が欠如しているので，クレアは「暴徒は小作人階級

(peasant1y）を代表していない｣，また「目標をもっているとはいえない」と考えている．クレアが異議を唱えて

いるのは，暴徒の合理性の無さ，不合理な行為及びバンダリズムに対してである．しかしながら，彼は小作人階

級，すなわち農業労働者の困窮は長い間無視され，まったく忘れられてしまっていて，ついにそれは恐ろしい危

険なことになって暴発するという．クレアは，彼らの暴力の原因を長い間無視され続けた彼らの困窮であると考

えた．７'この一節で重要なことは，機械の破壊と穀物の放火への熱狂において見られたような，恐ろしい革命の

前兆が差し迫っているのをこれまで経験したことがないと述べている箇所である．しかし，次のくだりはさらに

重要であろう．それは「残念なことですが，貧困がまったく忘れられ，ついに恐ろしい危険な状態になったので，

彼らがあのような騒乱に参加するのはもっともなことです」といって，小作人階級が本物の悲しみをもっている

ことをクレアが受け入れている箇所である．このようなクレアの反応はスイングの暴動に対するアンビバレント

な感情として露呈している．フランス革命はそれが暴力による革命であったという印象をクレアに与えていたか，

あるいはフランス革命を讃美することが詩人としての自らの立場を危うくするのではないかとの危‘倶からか，暴

力革命となりかねない暴徒の暴力をクレアはとにかく否定する．剛ところがそう述べた後，貧民による騒乱には

それなりの理由があるといって，クレアは騒乱を引き起こす困窮した暴徒を弁護している．この書簡では，暴力

を行使する暴徒への反感と，同じ暴徒への共感を同時に述べている．この暴徒への共感は，聖職者．国会議員．

治安判事・農場主などの権力者に対する不信となって現れる．

また’832年１月初旬のマーシユ夫人宛の書簡でクレアは次のように書いている．

Iamnopoliticianbutlthinkarefbrｍｉｓｗａｎｔｅｄ－ｎｏｔｔｈｅｒｅｆｂｒｍｏｆｍｏｂｓｗｈerethebetteringofthemanyis

onlyanapologyfbrinjuringthefew-northe唾fbrmofpartyswherethebenefitsofoneisthedestructionof

theotherbuta1℃fbrmthatwoulddogood＆hurtnone-IamsoITytoseethatthewildnotionsofpublicspouters

alwayskeepthisrefbrｍｏｕｔｏｆｓｉｇｈｔ－＆ａｓｅｘｔｒｅａｍｓｍｕｓｔｂｅｍｅｔｂｙｅｘｔｒｅａｍｓ－thegoodisalwayslostlike

aplentiMharvestinbadweather-mobsneverｗｅｒｅ1℃memberedfbragoodactionbutlamsorrytoseeitnow

＆thenvergingintothemiddleclassesofsocietywhoseknowledgeoughttｏｔｅａｃｈｔｈｅｍｃommonsense＆

humanityfbriftheyhaveittheyneverletitgetintotheirspeeches，）

｢極端な物事は極端な物事によって対処される－悪天候に見舞われた豊かな収穫のように利益はいつも失われ

る－暴徒は立派な行為をしたということで記憶されることは一度も無かった」と述べていることは，クレア

の暴力否定と中道主義を表わしている．さらに「しかし利益が時として，中流階級の人々のものとなっていくの

を見るのは残念です．彼らがもっている知識は彼らに良識と人間性を教えねばなりません．というのは，もし彼

らに良識と人間'性があるならば，彼らは利益というものを彼らの演説の中に入れないからです」という．中流階

級の利己主義に関するこの批判は，利己主義に囚われた中流階級の人々が，民衆の大多数を占める下層労働者階

級を政治的かつ経済的に圧迫し，精神的肉体的に虐待することによって彼らから基本的人権である自由や社会生

活上の諸権利を奪取しているという詩人の認識を示している．この書簡では暴徒の暴力による改革にも，政党に

よる改革にもクレアは賛成していない．貧しい労働者が暴動に参加した理由は，政治家・聖職者・貴族・ジェン

トリーなどの支配階級の人々が彼らの困窮を長い間無視してきたことである．とくにクレアが非難しているのは

労働者の利益を顧みず，自己の利益のみを追求していた農場主たちであった．

TheFarmerasusualisonthelookoutfbr‘highprices，＆‘bettermarkets，ashestilesthemalthothesemarketｓ

ａｒｅａｌｗａｙｓｋｎｏｗｎｔｏｂｅｃｕｒｓｅｓｔｏｔｈｅcottagerthelabourer＆thepoormechanic10）

農場主は，彼がいうところの「高値」と「より良い相場」をいつものように探している．もっとも小屋住農夫や
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労働者，貧しい機械工にとって，これらの相場はいつも「災難」であるとクレアはいう．ｓ'α"ﾘb㎡ｃｈα”i･"の

創刊者ジョン・ドレイカード（JohnDrakard）に依頼されて，寄稿した「貧民のための弁護」（Apologyfbrthe

Poor）の中でクレアはこう書いている．

Someyearsbackwhengrainsoldat5＆６guineasaquarterlcanpointoutamanyvillageswheretheFarmers

underacombinationfbreachothersinter[e1stswouldgivenomoreinwinterthe､＊lOShillingsperWeek-I

willnotsaythatalldidsofbrinamanyplaces＆atthatverytimeFarmerswhosegoodintentionsｗａｓ‘ｔｏlive

＆ｌｅｔlive，ｇａｖｅｆｒｏｍｌ２ｔｏｌ５ｓｈｉｌｌｉｎｇｓｐｅｒｗｅｅｋ＆ｔｈｅｓｅｍｅｎｗｏｕｌｄａｇａｉｎｄｏｔｈｅｓａｍｅｔｈｉngbuttheycould

notcompelothers＆thereitiswere*＊thepoormanloosesthebenefitthatoughttofalltohimfromthefarmers

‘bettermarkets，＆‘highprices，fbrcom-IhopeMrEditorthatldonotｏｆｆｅｎｄｂｙｍｙｐlainspeakingfbrlwish

onlytobesatisfiedaboutthesemewparticulars''１＊than＊*ｗhe肥

lクオーターの小麦が5,6ギニーで売れていた数年前，多くの村では自分たちの利益のために結束した農場主た

ちは，冬にはわずか週１０シリングの賃金しか労働者たちに支払っていなかった．結局，小麦の「より良い相場」

と「高値」から生じる利益は農場主が収奪し，労働者に渡されることはなかったと述べている．農場主から労働

者に支払われる賃金については，1831年１月１１日のＳＩα"!/bﾉ1.“α"Ipjo〃に掲載された‘TheHue＆Ｃｒｙ，とい

う詩に次のような箇所があり，先の引用の内容と照応していて，興味深い．

Mastersunstrungtheirpurses＆saidtotheirmen

TWasalltheirintentionsbefbre

Tbgivebetterwages-thonineoutoften

OnIygaveittilldangerwasoerl2）

農場主たちは財布のヒモをゆるめ，使用人たちに言った．より良い賃金を与えることは以前彼らの意向であった

と．もっともｌＯ人中９人がより良い賃金を与えたのは，危険が過ぎ去るまでのことでしかなかった．つまり，農

場主たちは暴徒たちによる危険な破壊行為が鎮まったら，元の低賃金に戻したのである．１３'農場主と貧民の関

係については，‘ApologyfbrthePoor，の中で次のようにも書いている．

Ifthenessesitysofthepoorarealwaystobelefttothemercyofanothersprosperity-theiropp1℃ssionsina

generalwaywillalwaysbepermanant＆theirbenefitseverprecariousthousandsofpoorwillbeleftasdestitute

ofcomfbrtunderthehighpricesoftheFarmersinterestsasthousandｓｏｆｔｈｅｐｏｏｒａ妃ｎｏｗ'4）

もし貧民たちの必需品がいつも繁栄している他者の意のままになるなら，彼らへの一般的な圧迫はいつも永久な

ものであるし，彼らが受ける利益は不確実なものである．無数の貧民は，現在のように，農場主たちの利益を目

的とする高値の影響を受けて，安楽のない状態のまま放置されるであろうという．では田舎の貧しい人々の生活

と裕福な人々 の生活について，クレアはどのように考えていたのだろうか．‘ApologylbrthePoor，の一節を見

てみよう．

thewealthytalkofopressionsbuttheyonlyhaveatytheoftheoppressionsfeltbythepoor-theyonlycomplain

inthelossofhighpriceslbrtheirmerchandisebywhichtheyquickｌｙａｍａｓｓｅｄｌａｒｇｅｆｂｒｔｕｎｅｓｔｏｂｅａｓｑｕickly

convertedinto[bﾉα"k]fbrtheirfamilys-butatthesametimethepoormanwasstarvingamidsthisfamilywith

notevensufficientibod1ogivethem-thusitisjustlysaidthatwhileEnglandwasincreasinginwealthshe

wasincreasinginpovertyl5I

富者たちは自身への圧迫について語るが，その圧迫は貧者たちに与えられる圧迫に比べれば，わずかなものにす

ぎない．富者たちは，自分たちの商品に付けられる高値が失われることに対してのみ不平を言う．商品の高値に

よって彼らは家族のためにすばやく大きな財産を蓄えることができた．しかし富者がそういう状態であるのと同

じときに，貧者は家族に与えるべき十分な食べ物さえもたず，餓死した．このように国内では産業革命と農業革
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命を成し遂げ，国外での植民地政策がもたらす経済効果によってイングランドが富を増大させていたとき，同時

にこの国は貧困も増大させていた．農場主の政治，全体の利益，利己心，貧民の権利，貧民の疎外についてさら

に続けてクレアは次のように述べる．

EveIyfarmerisgrowingintoanoratｏｒ＆everyvillageintoaForumofspeechmaking＆politicalsquabbles-

thegeneralgoodistheuniversaloutcryofthesespeakers＆peti[ti]onersbutselfinterestistheundoubtedspirit

thatputsallinmotion-thepoorcottager＆thelittlefiFeeholderiscalledupontobacktheirintentionsthatgood

ｍａｙｃｏｍｅ－＆yetlamasfUllofdoubtrespectingthegoodofthepoormanbythisbustle＆botherofhelping

himaslwaswhenhesankaloneinhispoverty＆、ｏｔａｈａｎｄｗａｓｒａｉｓｅｄｔｏｈｅｌｐｈｉｍｏｒａｖｏicewasheardinhis

favour-therewasatimewhentheprosperityofother[s]wasuniversalypopularyetatthatverytimetｈｅｐｏｏｒ

ｍａｎｗａｓａｓａｎａｌｉｅｎｉｎａｓｔｒａｎｇeland-hewasnotsufferedeventoopenhismouthabouthisdistrcssesfｂｒｉｆ

[he}hadhewouldhavebeeninstantlythrustintojailasaraiserofmobs＆seditions＆whoweIEthelords＆

tyrantsofeveryvillagethattrEatedtherightsofthepoorwithsuchcontemptasnoteventoletthemumlursof

soITowtogounpunished-whytheseveryfarmerswhＣａ妃nowraisingupmobsthemselves-theywere

metamorphosedintospecialconstables＆paradedthedirtyst１℃etswithshoulderedmusketsinalltheswaggering

awkwardnessoftherawlobstersthatnowinfestthemetropolis-＆ｉｆａｐｏｏｒｍａｎｏｎｌｙｓｍｉｌｅｄｕｐｏｎｔｈｅ

ｒｉｄiculousgroupsofarmedanimalswhenitwasalmostimpossibletorcsistlaughterhewasinstantlyseized＆

guardedtoprisonbythesefllesofrEduculousassumptionsl6）

すべての農場主が演説者となり，すべての村が演説と政治的論争のフォーラムになりつつある．「全体の利益」

(thegeneralgood）というのがこれら演説者たちや請願者たちの，いたる所で聞かれる叫びである．しかし「利

己心」（selfinterest）がこれらすべての人々を動かしている精神であることは確実である．貧民はかつて困窮の

どん底に沈んだが，彼を助けようと手を差し出したり，彼が有利になるようにと声をあげてくれる者がいなかっ

た時クレアが感じたのと同じように，貧民の援助のためのせわしげな活動や骨折りによってもたらされる貧民の

利益に関しては，クレアの心は疑惑に満ちている．他の人々の繁栄が一般に受け入れられる時代があったが，ま

さにそれと同時代に貧民は見知らぬ国に住む「のけ者」（a1ien）であった．貧民は自分の困窮についてものを言

うことさえ許されなかった．というのは，そうすれば群集を教唆し，暴動を引き起こしたという理由で投獄され

たであろうから．自分たちの悲‘惨な状況と悲しみをつぶやく貧民たちを罰する富者たちが彼らに対して抱いてい

る「侮蔑心」は「貧民の権利」（therightsofthepoor）を奪取している．クレアは，民衆を扇動して「暴徒」
(mobs）にしている者は彼が「専制君主たち」と呼ぶ田舎の支配者たち，とりわけ農場主たちであると考えてい

る．１７１農場主たちは特別治安官になっていて，「武装した動物のおかしな集団」と郷捕される農場主たちを貧民

たちが見て，抑えきれずに笑っただけでも，貧民の権利を横領しているこの集団は彼らを逮捕し，牢獄へと護送

するという．

(3)

1831年１月にＳｍ峨閥dCｿiα”jIo"に戦った‘TheHue＆Cry’における政治屋・法律・利益・役人・税・労働者
の相互関係についてのクレアの意見は以下のようである．

Fairspeakersgotupofrealgoodnesstoteach

Theyhadsaid-＆donenothingbefbre

＆dangerlikesteammightfb1℃egoodinthespeech

Whichmightfallwhenthedangerwasoer

Fbrthelawitstilllookeduponwrongasitsright

Theplacemanstillhankeredfbrspoil

＆somewerefbrtaxes＆somewerefbrtythes

WhilelabourwaSStarvingattoil18）
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公正な演説者たちは立ち上がって真の善を説いた．以前彼らは演説をしたが，何も行動しなかった．自分の立場

に危険を感じていたので，蒸気機関のように演説の言葉の中に「全体の利益」のことを無理に押し入れた．そし

て危険な状態が過ぎ去ると彼らは「全体の利益」を説かなかったであろう．というのは，いまだに法律は不当な

行為を，すなわち貧民を虐待することをおのれの権利であると見なしていたからであった．役人はいまでも掠奪

品を探しまわっている．税金をほしがる者や十分の一税をほしがる者がいた．労働者は重労働をしながら飢え死

にしていたというのに．

貧民を苦しめたのは農場主だけではない．小売商もそうであった．小売商についてクレアは‘AChampionof

thePoor，の中で次のように述べている．

hｅ（thepoorman）hasamanyburthensworsetheInl＊publictaxesheistaxedbyanumerousfiPythatthe

richmanneverknowsordreamsofforhismodicumsofnessesaryfbodhegoestothepettyvillageretailerwho

sellshimtheveryworstarticlesatthehighestpricetobesu1℃hecouldgetbetteratthemarket＆'owprices

buthehasnotthemoney＆whowillcreditstrangers＆thesepoormen19）＊than

貧民は公的な税金よりも多くのひどい重荷を負っている．彼は，富者がけっして知らないか，または夢にも思わ

ない数多くのくだらない連中からも課税されている．貧民はわずかな食料を得るために村のけちな小売商のとこ

ろに行くが，小売商は最も粗悪な商品を最も高い値で売りつける．きっと貧民は市場で，しかも安値でそれを手

に入れることができる．しかしそれを買うお金がない．見知らぬ者やこうした貧民たちに誰が掛け売りをしよう

か．このようにクレアは貧民の悲しい状況を訴えている．

このような貧民を小売商と同様に苦しめていたものは重税であるとクレアは考えていた．貧民に対する税金に

ついてさらにクレアはこう述べる．

Irepeattheabolilionofthesetaxesthatwouldconferbenefittoallwould｛Ｉａｌｏｗ｝intheendbenefitthepoor

-likeasuｎｂｕｒｓＩｆｒｏｍａｃｌｏｕｄｉｔｗｏｕｌｄｓｍｉｌｅｕｐｏｎｔｈｅｍｉｎｔｉｍｅｆｂｒｌｄａｒｅｓａｙｔｈｅｙｗｏｕldbethelastthat

struggledoutoftheshadowofpoverty2o）

‘thesetaxes，とは‘themalttaxandBeertax，を指している．やがて雲間から射し込む陽光が貧民たちの上にや

さしく降り注ぐように，モルト税とビール税の廃止はすべての者に，そして最後には貧民に利益をもたらすであ

ろう．というのは，彼らは貧困という暗闇から脱出できそうにない人々であるからだという．税については，さ

らに別の箇所では次のようにも述べている．

Ｔｈｅｒｅｉｓａｇ1℃atoutcryagainstthetaxes＆IfbronethoughtthesegIeatburtheｎｓｏｎｍｙｃｌａｓｓｔｈｅｐｏｏｒ＆common

people-butlimdlammistaken-fbrsincelthoughtsotaxeshavebeentakenofIf1ofarticlesthatmaybe

saidtobelifesnessesitysratherthancomfbrtsofthepoor＆yetthesenessesitysarealmostayeeventoafraction

asdearastheywerebefbre21）

｢税に反対する激しい抗議がある．私個人としては，これらの税は貧しい民衆である私の階級への大きな重荷で

ある．しかし私は勘違いしていることに気がつきました．というのは，私がそう考えてからというもの，貧民の

娯楽品というより，生活必需品であるといわれる品物から税が撤廃されたのですが，これらの必需品は以前と変

わらずほとんどまったくと言っていいほど商値がついているからです」という．1830年２月１日のジョン・テイ

ラー（JohnTnylor）宛の書簡で，税について次のように書いている．

Ｉｆｅｅｌａｓｃｏｍｍｏｎｓｅｎｓｅｄｉｃｔａｔｅｓ＆Ithinkthatauniversalreductionoftythes-clericallivings-placemens

pensions-＆ｔａｘｅｓ－＆allrenovated＆placeduponareasonableequalitysuitabletothepresentdecreased

vaｌｕｅｏｆｍｏｎｅｙ＆propertyistheonlywaytobringsalvationtothecountry22〉

クレアは良識が命ずるままに感じている．彼は十分の一税，牧師の俸給，官吏の年金及び諸税のすべての減

額一貨幣や財産の目減りした現在の価値にふさわしい，正当な等価に基づくすべての改定一がこの国を救
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済する唯一の方法であると考える．クレアにとって，いや貧民にとって農場主と小売商だけでなく，政治家と政

府が，そして政治そのものが問題であった．政治家の実態をクレアは次のように看破している．

PoliticiansarEknowntobeexceedingIywiseasfarasregardsthemselves＆ｗｅｈａｖｅｈｅａｒｄｏｆｏｎｅｗｈｏｔｈｏｈｉｓ

ｗｈｏｌｅthoughtsseemdconstantlyprofessｉｎｇｔｈｅｇｏｏｄｏｆｈｉｓｃｏｕｎｔＩｙｙｅｔｈｅｗａｓcunningenoughtokeepone

thoughttohimselfinthehourofdangef3）

政治家たちが自分自身のことを考慮に入れるほど非常に賢いことは知られており，彼らの考え全部がいつも国の

利益を公言しているようだが，危険が身に迫っているときは自分自身の利益のことを忘れないほど彼らは抜け目

がないという話であるとクレアは皮肉っぽくいう．当時の社会で確固たる地位と権力をもっていた聖職者や宗教

界に対してもクレアは疑義を表明している．聖職者である牧師について1830年２月１日のテイラー宛の書簡に次

のような箇所がある．

TheParsonisnowstiITinguptoradicalism(whichsomeyearsagohecryeddownasinfidelity)fbrareduction

oftaxesmerElybecauseheseesthatsomethingmustbedone＆ashewishestokeephistythes＆hisimmense

livingsuntouchedhethrowstheburthenongovemment2l）

何かがなされねばならないと分かっていた牧師は，減税のために急進主義といえるほど活動的になりつつあるが

(数年前彼は急進主義を不信心であると艇していた)，十分の一税と莫大な聖職録を手付かずのままにしてほしい

と願い，その重荷を政府に丸投げしているというのである．また‘TheSummons，という詩には「ずうずうしい

牧師よ・・・おまえは説教をするが実践はしない」（PrEsumptuousPriest．．、Ybupreach＆practicenot)25)という
詩句がみられる．宗教界と政治の世界が密接に結びついていた当時の法律に関してこう述べている．

Itisnotatallnessesarythatthelawsofnationsshouldbeconfbrmabletothecreeds＆opinionsoftheirseveral

religionsineverypointbecausethenthelawswouldbepartialyfavourabletotheclergy＆theywouldgrowas

itspowerwhenotherswouldoftenbelefiinoppressioｎｓｏｉｔｉｓａｌｗａｙｓｎｅｓｓｅｓａｒｙｔｈatthelawsofnationsbe

confbrmabletotheequalityofallhavingajust＆equalequilibirumtothelibertyofthecommunity-Justice

shouldkeepthescal[e]sinevensuspension-＆thepoormansrightsoughttobedefended＆protectedwith

thesameeamestness＆deliberationashisdelinqu[e]ncysa肥punished-whiletherichmansevildoingsought

torecievecorrcctionwithｔｈｅｓａｍｅｄｅｇｒｅｅｏｆｐｏｗｅｒ＆partiallitythatthelawalowshiminthedefenceofhis

rights＆station-bulalaswhenwillthatbe

OurprEsentlawsdefendthepropertysofthegreatbuttheyoftenleavethepropertysofthepoormantothecare

ofprovidencealone26）

国民の法律はすべての人々の平等に一致し，社会の自由に対して正当かつ平等なバランスをもつことが必要であ

る．法律は誰に対しても平等でなくてはならない．法廷（正義）は公平に裁かなくてはならない．貧民の権利は，

貧民の怠慢（不履行）が罰せられるのと同じ熱心さと入念さでもって擁護されねばならない．他方，富者の悪質

な行為は，法律が彼の権利と地位を擁護することにおいて彼に認められているのと同程度の力と公平さをもって

懲罰を受け入れねばならない．現在のわが国の法律は高位の人々の財産は保護するが，しばしば貧民の財産は神

意の保護にのみ任せているという．この一節でクレアは，法律は富める者と貧しい者に対して平等かつ公平に行

使されねばならないことを強調している．

政治家たちと「自由」の関係については，次のような一節がある．

The肥aremanygreatspeechmakerswhoravemuchaboutlibertybutthegoodoftheircountryseemasacarpet

fbrtheiroratorytotrampleonwheninｐｏｗｅｒ．．、Ithinkeverymanofcommonsensemusteasilype１℃ievethat

amanwhoeamestlywishes＆endeavourstomakeothersbelieveasproseliteswhathehimselffancystoberight

＆threatenshisaudiencewithruininthisworldordam[､]ationinthenextiftheycannotbelievesowetherhe

becalledadivineoranoratornomatterfbrlsaylthinkitisverypercievabletocommonsensethatsuchmen
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onlywantpowertobeequaltothegreatesttyrantsthaleverexisted＆thatthebasestdeedswouldnotbeblushed

overtoattaintheirendsthobumings＆bloodshedwerethepriceofitsattainmentz7）

｢自由」についてわめきたてる多くの偉い演説者たちがいるが，彼らが説く国の利益は，彼らが権力を握るとき，

彼らの雄弁が踏んでいくカーぺットのように思われる．牧師であろうと演説家であろうと，自分が正しいと思う

ことを他の人々に改宗者のように信じさせようと熱心に努力する人間は，他の人々がそれを信じることができな

いならば，その人間は現世での破滅と来世での断罪でもって聴衆を脅迫するということに，良識をもった者は誰

でも気がつくに違いない．というのは，そのような人間はこれまでの最も尊大な専制君主にふさわしい権力がほ

しいだけであり，放火と流血が犠牲になっても，自分の目的達成のためには，最も卑劣な行為を恥じることなく

行うであろうことは良識をもった者にはよくわかることであるという．

‘TheSummons，では，「真実」（truth）を語る民衆の権利と「利己心」（selfinterEst）に囚われた政治家たちの

姿を力強い筆致で描いている．

Thentheoldmanpassedaprison

＆inpassingmadeacall

Hethoughtthefblksinsuchaplace

We1℃knaves＆robbersall

Yethefbundtohissupprlse

Whatheknewnotallhistime

Thatthosesenttherefbrspeakingtruth

Exceededthosefbrcrime

Forpoliticswererunninghigh

＆noiseywasthestorm

Ofthosewhomanagedstateaffairs

＆thosewhowishedrefbrm

TheshipofsｔａｔｅｗａｓｄｅｅｍｅｄａｗＩＥｃｋ

＆savagewercthebroils

Forsomesaidthosewhomannedherdeck

Werethosewhosharedherspoils

＆thosewhonothingsaidatall

WerestillsuspectedsorE

＆theywhonothingsaidbuttruth

Weresuspectedmuchthemo唾

＆theoldmansighedfbrpity

Thatworthshouldwantesteem

Butvowedthateveryknavee妃long

Shouldserveonboardwithhim28）

老人は牢獄を見て，犯罪人の数よりも，真実を語ったかどで投獄された者たちの数が多いことを初めて知る．何

も言わなかった民衆はそれでもひどく嫌疑をかけられ，真実のみを語った民衆はさらにいっそう嫌疑をかけられ

た．この老人は，この国の富者が貧民を尊重するようにと，「哀れみの情」（pity）を切望する．だが，貧民を虐
待する権力者たちは間もなく，国家というこの船上で自分と共に働くであろうことを誓う．改革を望む政治家た

ちは国家という難破船から掠奪品の分け前にあずかろうとする者たちである．この引用文の少し後には，次のよ

うな詩行がある．

He(theoldman)tooktheseat＆said



Thattheylyedlikeevilelves

＆bywishingwelltheircountry

Theyonlymeantthemselves29）
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議員たちは邪悪な，小さい妖精たちのように嘘をついたし，自国の繁栄を願望することによって，自分自身の繁

栄を意図しているだけであった．政治の世界においても私利私欲が行動の要因になっているのだと老人は非難す

る．このような現実に対してクレアはこう述べる．

ＩｗｉｓｈｔｏｓｅｅｓｏｍｅｏｎｅｂｅｃｏｍｅｔｈｅｃｈａｍｐｉｏｎｏｆｔｈｅｐｏｏｒｓｏｆａｒｉｎｄｉｓｉｍｅｒＥｓｔｅｄｈｏｎｅｓｔｙａｓｔｏｆｂＩｇｅｔｈｉｓｏｗｎ

interests＆partial[i]tys｛intheanxiety｝ofbetteringhimself＆hisclassbyattemptingsomesimpleplanfbr

betteringthecommunityatlaIge30）

社会全体を改善するためにわかりやすくて，誠実な計画を試みることによって，自分自身と自分の階級を改善す

ることを心配して生じる「自分自身の利益と不公平」を忘れるほどに利己心のない正直さをもった，貧民の擁護

者となる人が現れることをクレアは願望している．そして政治と自己の関係について次のように総括している．

Ｉａｍｎｏｔａｍｅｍｂｅｒｏｆｐａｒｌｉｍｅｎｔｂｕｔｌａｍtherepresentativeofanincreasingnumberofconstituentswholook

uptometorepresenttheirwants＆protecttheirinterests＆welfalEbecausetheya１℃unabletodoitthemselves

-ImusttherefbrebegintoactintheirinterestsaswellasspeakfOrthem3l）

私は国会議員ではないが，数が多くなっていく選挙住民の代表者である．彼らは私が彼らの困窮を代弁し，彼

らの利益と幸福を保護するので，私に敬意を払っている．なぜならば，彼ら自身でそれをすることができないか

らである．それゆえ私は彼らを弁護すると同様彼らの利益のために行動し始めなければならない．これがクレア

の到達した結論であるように思われる．クレアは，「貧民たちには多くの圧制者がいるが，社会的に彼らより上

位の者に聞いてもらえる声を彼らはもっていないのだ」（Thepoorhavemanyoppressors＆novoicetobeheard

abovethem)32)というが，こうした結論に至った理由を考えてみたい.JonathanBateは，「暴力はクレアが何にも

まして嫌悪したものであった」（Violencewaswhathe(Clare)hatedmorethananythingelse)33)と評している．改革

のための暴徒の暴力とそれを弾圧するための政府の暴力をともにクレアは否定した．それは，これら二つの暴力

がそれら自体の「破壊的予定」（destructiveagendas)3ｨ)をもって出現するとクレアにはわかっていたからである．
換言すれば，フランス革命のような暴力による革命が自国でも起こることを彼は心配していた．それゆえ彼は

1831年１月３日のテイラー宛の書簡で，「私は革命を見るまで長生きしないようにと願う」（Godfbrbidthatl

shouldlivetoseearevolution)35)と書いている．貧しい労働者を圧迫した法律，とくに不法侵入に関する法律はす

べての人々の「自由」を脅かした．社会の新しい動きに対しクレアは,1720年から1785年にかけて田舎の労働者

にとっての黄金時代がもつ「古き良き秩序」へのノスタルジアを感じている．クレアが批判しているのは，その

後の1793年から１８１５年にかけて農場主たちにとっての黄金時代といわれる時期である．したがって，新しく生

まれてくる状況に抵抗するという点ではクレアは保守的であるといえるかもしれない．この保守性ゆえに彼は

ウイリアム・コベット（WilliamCobbett）が唱える急進主義あるいは極端な思想を排斥している．コベットの過

激主義への反発から，「利益をもたらすが，だれも傷つけることのない改革」（a１℃fbrmthatwoulddogood＆hurt

none）という理想をクレアは掲げる．この理想の追求は，マリアン・マーシュと共に模索した中道政治へとつな

がっていく．クレアの中道政治はAlanVardyによれば，「暴徒の暴力と国家による暴力的抑圧のための暴力がと

もに存在しない有意義な改革へ向かう中道」（amiddlepathtowardsmeaningfUlrefbrmfreeofbothmobviolence

andviolentstate1℃pression)36)のことである．この政治的中道は「捉えがたい政治的利益を憲法改正への良識に

よる要求の中に探し出す」（tolocatethefUgitive‘politicalgood'ｉｎａ‘commonsense'callfbrconstitutional

refbrm)37)という願望である．1832年６月に新しい選挙法改正案が国会を通過した．このことは，コベツトに

とっては「少なくとも祝うべき勝利の半分を得た」ことになるが，クレアにとって勝利の半分は完全な敗北を意

味した．なぜならば，JohnLucasが指摘するように，選挙法改正によってクレアと同じ階級に属する多くの民衆

がこの投票から排除されることになったからである．鉛）



IiもarthesetoryradicalstheSeoutofplacepatriots(orparrots)whoaresoloudintheirinsultsagainstthepresent

ministryonlywanttomakepaddlesofthepeopletosailintotheirharboursofoldsinecures＆thentobeagain

themselvestheywillbeassilentofsufferingpeople＆ａｌｌｓｕｃｈａｌｕｓｉｏｎｓ－ａｓａｎｏｌｄｍａｉｄｉｓｏｆｈｅｒａｇｅｏｒａｎ

ｏｌｄｂｏｒｏughmongerofcommonhonestyl0l

鈴 木 蓮

(4)

最後にクレアが政治というものを全体としてどのように理解していたかを見ておきたい．

Ｐｏｌｉｔｉｃｓｍａｙｂｅｓａｉｄｔｏｂｅａｎａｒｔｏｆｍｏneycatching-thetermsWig＆Ｔｂｒｙ＆Radicalareonlydistinctions

betweentheactorsintheplay-theirdiscourseisoftheircountrybutwhentｈｅｉｒｐａｒｔｓａｒＥｄｏｎｅｗｅｓｅｅｔｈｅｙｏｎｌｙ

ｍeantthemselves39〉

｢政治はお金を捕まえる技術であるといえよう．ホイッグ，トーリー，ラディカルといった言葉は芝居における

役者たちの間の区別立てにすぎない．彼らの講演は彼らの国についてのものであるが，彼らの役が済んだとき，

彼ら自身のことを言っていたにすぎないということがわれわれにはわかる」と酷評し，クレアは政治家と政治の

世界が利己心に囚われていることの認識を明示している．また次のようにも述べている．

5０

｢現在の聖職者たちの任務にたいして大変声高に侮辱しているこれらのトーリー党の急進主義者たち，すなわち

これら失職中の愛国者たち（あるいはオウムたち）は民衆から擢を作って，昔の無位有給聖職という避難港に入

港したいだけである．それから，ふたたび元の地位に戻るために，彼らは貧窮者たちのことや自分たちへのあて

こすりについてはだんまりをきめこむであろう．老嬢が自分の年齢について，あるいは昔から選挙民売買をする

連中が民衆の正直さについては口を閉ざしているように」というのがこの一節の意味であるが，「政治の世界で

の利己心」（politicalselfinteIest)４')を多く経験したクレアはこのように政治家の利己主義と偽善・欺臓を非難し
ている．

クレアが貧しい民衆に共感を抱き，彼らの生活状態と彼らを取り巻く経済環境を考察したことについて，Ｂate

はクレアを「同時代の状況についての明敏な分析家」（anastuteanalystofthecontemporaryscene）'2'であったと

評し，「政治的著作において際立っているのは，彼の思想の明噺さと精神の独立である」（Itistheclarityof
Cla妃'sthoughtandtheindependenceofhisspiritthatstandoutinhispoliticalwritings）43'と称賛している．民衆へ

の共感から発して，クレアが民衆の「声」となって語ったことは，「民衆は永遠である」（thepeoplea妃
etemal）“'という彼の信念に基づいている．貧しい老人，孤児，身体または精神障害者，失業者などに代表され

る民衆の心を代弁するクレアの声は，「個人から階級としての労働者のものへと」変化している，「転覆する力」

(asubversivefbrce）卿をもった「政治的な声」（politicalvoice)ｲ6'であったといえる．
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